
ウクライナ避難民の国内への円滑な受入れと 

安心できる避難生活の実現に向けて 

 

今般、ロシアによるウクライナ侵略で亡くなられた人々に哀悼の意を表するとともに、

ウクライナの数多くの戦争被害者や避難民の方々に寄り添う日本国民の想いを実現し、

ウクライナ避難民の円滑な受入れを国などと連携して全力で行っていく。 

また、昨日総理記者会見で発表された、ポーランドからの日本直行便の座席借り上げに

よる避難民輸送の継続等により、今後さらにウクライナ避難民の方々が増加していくこ

とが想定される。国が行う避難民の意向調査の結果等に基づく全国各地での本格的な避

難民受入れの円滑な実現に向け、国や全国都道府県の橋渡しとなり、連絡調整していく。 

さらに、滞在が長期化することも予想されることから、ウクライナの方々が受けた精神

的・身体的ダメージが極めて深刻であることも踏まえ、言語問題をはじめ、住居、就労、

教育、医療・介護など、多岐にわたる生活面での支援について、日本を「第２のふるさと」

と感じ安心して滞在していただけるよう支援を行っていく。 
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